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基本目標１ あらゆる分野における女性の参画拡大・活躍の推進（P.6） 

＜政策・方針決定過程への女性の参画拡大＞ 
（１） ひょうご・こうべ女性活躍推進企業認定制度 

令和 4 年度より、兵庫県との共同で、女性活躍や多様な働き方に積極的に取り
組む企業等を「ひょうご・こうべ女性活躍推進企業」（ミモザ企業）として認定。 
令和５年度は 25 社を認定。（5 年度末で延べ 64 社） 

 
（２） 女性リーダー育成プログラム 

経営幹部等を目指す市内の女性管理職向けに、女性リーダー育成プログラム 
を実施するほか、働く女性のネットワークづくりを支援。 

   【期 間】  10 ⽉〜2 ⽉（講座４回＋ロールモデル講演会１回） 
   【受 講 生】  23 人（19 社）（全回参加者のみ） 
 
＜働きたい女性・働き続けたい女性への支援の充実＞ 

（１） 子連れで利用できる女性向けコワーキングスペースの運営 
神⼾市男女共同参画センター（あすてっぷ KOBE）内に、子連れで利用
できるコワーキングスペースを令和３年９⽉開設。利用者同士のコミュ
ニティ形成や、女性の就労、就業継続、キャリアアップ等女性活躍の促
進、また、男性の家庭生活への参画促進を目的として運営。 
（利用料無料、無料の一時保育サービスあり） 
【利用者数】  延べ 4,362 人（244 日開設） 
【一時保育】  延べ 1,532 人（週 5 日） 

 
（２） 就労・再就職セミナー 

女性の就職・再就職に必要なスキルや知識習得、心構えなどを学 
ぶ講座を実施。（マザーズハローワーク三宮と共催）  
【期 間】  ５⽉〜2 ⽉（全１０回プログラム） 
【受 講 生】  延べ 184 人 

 

基本目標１   あらゆる分野における女性の参画拡大・活躍の推進 

基本目標２   ワーク・ライフ・バランスの実現 

基本目標３   安全・安心なくらしの実現 

基本目標４   男女共同参画の視点に立った社会づくりと理解の促進 

神戸市男女共同参画計画（第 5次） 

主な取り組み内容（男女共同参画関係） 

資料１ 
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（３）パソコン教室 
   女性の就職・再就職に必要なパソコンのスキル（Word、Excel）を学ぶ講座を実施 
   ①初級講座（Word・Excel） 
   【期  間】 Word 基礎 8 ⽉ 8 日〜10 日 
          Excel 基礎 8 ⽉ 22 日〜25 日 

【 受 講 生 】 20 人（応募者 61 人） 
②中級講座（Excel-MOS 資格取得講座） 
【期  間】 11 ⽉ 28 日〜12 ⽉ 19 日（10 回） 
【 受 講 生 】 7 人（応募者 8 人） 

 
（４）働く女性向けスキルアップセミナー 

一般社員層を対象に、将来リーダーとしての役割を担う女性を育
成するためのプログラムを実施。 
【期 間】 ７⽉〜1 ⽉（全 4 回プログラム） 
【受 講 生】 42 人（応募者数 42 人） 

 
（５）女性デジタル人材育成 

育児や介護などでフルタイムの仕事ができない女性が、在宅ワー
クなどの柔軟な働き方で、デジタル就労が可能となることを目的に、HTML と CSS の基礎や Web サイト
の作成・更新を学べるプログラムを実施。 

①神⼾女性ウェブクリエイタープログラム 
【期   間】 11⽉1日〜1⽉31日（全22回プログラム）  
【受 講 生】 20人（応募者数80人） 
② 女性のためのWebデザインセミナー 
【期   間】 ９⽉28日、10⽉4日（2回）  
【受 講 生】 102人（2日計） 
 

 
（６）働く女性・働きたい女性のためのキャリア相談 

再就職に向けた活動や、自分に合った職業選択のための自己分析の支援、キャリアアップに向けた自身のキ
ャリア整理等の就労にまつわる相談を実施。 

毎⽉ 第１・３⽊曜日（17：00〜19：45）  相談件数：39 件 
⽊曜日 日中相談（10:00〜13：00）  相談件数：6 件 

        第４⼟曜日（9：00〜11：45）     相談件数：24 件 
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（７）マザーズハローワークと連携した就職相談の実施 
ハローワークの就労ナビゲーターが、男女共同参画センターに出向いて、自分にあった働き方を希望する方
や就職に向けて具体的に相談したい方への就職相談を実施。 
毎⽉ 第１・２・４⾦曜日（11:00〜14：00）  相談件数：15 件 

 
＜雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保及び各種ハラスメントの防止＞ 
（１） ホームページへの掲載・インターネットによる情報発信 

神⼾市男女共同参画センターの専用ウェブページを開設し、企業向けの啓発ページの中で、職場における各
種ハラスメントの防止、女性活躍に取り組む企業への助成制度、表彰、認証制度を紹介。 
あわせて市内で活躍する女性や、女性活躍を支える男性のロールモデル取材記事も掲載。 
さらに、専用 SNS（Facebook・Instagram・Twitter・LINE）を開設し、コワーキングスペースの日々の様
子やセミナー情報等を発信。 

 
基本目標２ ワーク・ライフ・バランスの実現（P.7） 

＜ワーク・ライフ・バランスの実現、多様で柔軟な働き方の推進＞ 
（１）ひょうご・こうべ女性活躍推進企業認定制度（再掲） 
  
＜男性が家事・育児・介護など家庭での責任を主体的に担うための取り組みの推進＞ 
（１） 男性向けセミナー 

主に普段、子供と過ごす時間が取りにくい父親が、子供と一緒に防災について学ぶ機会を提供することで、
災害時に必要な知識を得るとともに、男性の家庭・育児参画を推進することを狙いとして実施 
【日  時】  令和５年８⽉１２日（⼟）13:30〜15:30 
【 テ ー マ 】  パパと一緒にペットボトルで雨量計を作ろう！ 
【講  師】  室崎 友輔（NPO 法人 兵庫県防災士会） 
【参加者数】  14 組 34 人 
 

（２） 育休復帰・交流セミナーの実施 
育児休業を取得した方のスムーズな職場復帰を支援するため、育休復帰後の職場での仕事の進め方やコミ
ュニケーション、各種制度の紹介、家事分担など、仕事と育児の両立のポイントを紹介することで、復帰に
対する不安を解消するとともに、参加者同士の交流、情報交換の機会を提供 

①男性育休講演会 
【日  時】  令和 6 年１⽉ 13 日（⼟）10:00〜12:00 
【参加者数】  11 人 
②育休復帰セミナー 
【日  時】  令和 6 年１⽉ 26 日（⾦）10:00〜12:00 
【参加者数】  7 人 
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基本目標３ 安全・安心なくらしの実現（P.8） 

＜貧困など生活上の困難への支援＞ 
（１） つながりサポート事業 

コロナ禍で困難を抱える女性が増加していることから、孤独・孤立で不安を抱える女性や、様々 
   な困難・課題を抱える女性に対して、社会とのつながり回復に向けた支援を行う。 

① 神⼾市女性つながり相談（電話相談） 
【実施期間】  令和 5 年 7 ⽉ 1 日〜令和 6 年 3 ⽉ 31 日 
【相談日時】  毎週⽕曜・⽊曜 17:00〜19：00  
【相談件数】  125 件 

② 女性による女性のための相談会  
【開催日時】  6 ⽉ 24 日、8 ⽉ 26 日、11 ⽉ 18 日 

       2 ⽉ 24 日（年 4 回開催） 
⼟曜日 13：00〜17：00 

【来場者数】  256 人 うち相談件数 120 件 
 ※令和 5 年度より専門相談やワークショップ参加者に限り、物資を配布する方法に変更 

    ③ 女性のためのほっとスペース（ミニ相談会） 
     【開催日時】  7 ⽉ 15 日、9 ⽉ 16 日、10 ⽉ 21 日、12 ⽉ 16 日、1 ⽉ 20 日（年 5 回開催） 

⼟曜日 13:00〜16：00 
      【来場者数】  99 人 

④ 生理用品の配布 
【配 布 数】  4,872 パック 
【配 布 先】  男女共同参画センター、ウィメンズネットこうべ、各区生活支援課、女性のための

相談会、市立学校ほか 
 
＜生涯を通じた女性等の健康保持・増進＞ 
（１） 女性のための相談室の運営 

女性の様々な悩みにそれぞれ専門の女性カウンセラーが対応している。男女共同参画センターにて実施。 
    ＜電話相談＞ 
      ⽕〜⼟曜日（祝日休）   相談件数 1,594 件(1 回 30 分以内) 
    ＜面接相談＞ 
      ・ こころの悩み相談  ⽕・⽔・⽊・⼟曜日 13：00〜15：50(50 分／人）    相談件数 418 件 
      ・ 法律相談      ⽊・⼟曜日 13：00〜15：30 午後（30 分／人 ⽉２回） 相談件数 89 件 
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（２） 女性のためのこころとからだセミナー 
女性が「自分の心とからだ」と向き合い、健康的、自律的、主体的に生きていくためのセミナーを開催。 
【参加者数】 計 4 回 86 人 
【テーマ】 
・ 自己尊重セミナー〜自分を大切にするヒントを⾒つけよう〜（オンライン）   16 人 
・ 「⺟と娘の関係」〜現在の関係から抜け出して自分の人生を歩んでみませんか〜 34 人 
・ 〜これからの人生を輝かせるために〜今から知っておきたい更年期（オンライン）20 人 
・ 〜頑張っているあなたに〜 その疲れやコリを残さない！簡単ストレッチング！  16 人 

 
＜防災の分野での男女共同参画の推進＞ 
（１） 職員向け研修（新規採用職員、係⻑ 5 年次研修） 

国の「男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン」に基づき、避難所運営における留意点を研修 
 
基本目標４ 男女共同参画の視点に立った社会づくりと理解の促進（P.9） 

＜市政全般への男女共同参画・女性活躍の視点の浸透＞ 
（１）ジェンダー平等視点からの広報ガイドラインの発行 
   職員が様々な媒体で広報や情報発信する際、ジェンダーバイアスにとらわれず、ジェンダー平等や男女共同

参画の視点に立って、適切な表現を用いるためのガイドライン（冊子）を作成し、庁内で周知。 
 
＜広報・啓発による理解の促進＞ 
（１） 男女共同参画センターの運営 

男女共同参画社会の実現のための啓発、活動の支援、情報の発信等の事業を行い、また市⺠に活動・交流の
場を提供する拠点施設として運営。 
〇セミナー室の貸出 

【利用件数】  787 件 
【利用人数】  27,589 人（利用率 22.9％） 

○情報ライブラリー（図書コーナー）の運営 
【配架図書】  男女共同参画・仕事や子育てに関する啓発図書、行政資料等 
【貸出件数】  603 件、蔵書数 2,545 冊 

〇登録グループの支援 
【グループ数】  21 団体 
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（２） 男女共同参画セミナーの開催（8 回開催、407 人参加）  
・ 〜アドラー心理学に学ぶ〜アンガーマネジメント                    92 人 
・ 女性のための離婚セミナー：離婚の流れと法知識                    55 人 
・ 女性のための離婚セミナー：離婚にまつわる「お⾦」の話                44 人 
・ 幼少期の性教育                                   19 人 
・ 『男は仕事、女は家庭』はもう古い？〜男性のライフ・ワークバランスに注目して〜    39 人 
・ 人生を愛そう カサンドラ症候群からの軽やかな脱出のために              49 人 
・ 〜家庭に潜むモラハラ〜 不機嫌という名の暴⼒                    40 人 
・ HSP が楽になる考え方とコミュニケーション〜私が大切、あなたも大切〜          69 人 

 
（３）「こうべ男女共同参画推進⽉間」事業の実施 

毎年 10 ⽉を「こうべ男女共同参画推進⽉間」に位置づけ、集中的 
に啓発活動を実施。 
① あすてっぷ講演会（市⺠向け） 

【日 時】  令和５年 10 ⽉ 21 日（⼟）13：30〜15：30   
【場 所】  神⼾市男女共同参画センター 
【テ ー マ】  七転び八起き 
【講 師】  ⼩⻄ 美穂 ⽒（関⻄学院大学総合政策学部 

特別客員教授、元日本テレビキャスター・解説委員） 
【参 加 者】  85 人 

② 三宮花時計ギャラリーの展示 
９⽉ 21 日〜27 日 コワーキングスペース、あすてっぷ講演会、その他セミナー情報を展示 

 
＜男女共同参画の視点に立つ学校教育・生涯にわたる学習機会の充実＞ 
（１） 神⼾婦人大学の運営 

女性が自らの生き方を発⾒し、社会のあらゆる分野における活動に参加及び参画するための基礎的な能⼒
を身につけることを目的する 3 年制の大学（生涯学習講座）を運営。令和 6 年度事業終了予定 

学生数：135 人（2 年生、3 年生のみ） 
 
（２） 神⼾市看護大学との連携 

神⼾市看護大学で出前講座を実施するとともに、男女共同参画センターを施設⾒学する学生対応を実施 
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（３）女性理系人材の育成（神⼾版理⼯チャレンジ） 
女性研究者・技術者の数が少ない理⼯系分野において、次代を担う女性の理⼯系人材の育成を目的として、
中学生を対象に、理⼯系分野に対する興味関心や理解を向上させる取り組みを実施 

【実施日時】令和５年８⽉８日（⾦） 10:00〜16:00 
   【場  所】 神⼾市立⼯業⾼等専門学校 

【内 容】 ・マイコンを使ったカラーLED／⽔中コンクリート実験 
・女子在学学生との座談会 

【参 加 者】10 人（応募者 10 人） 
 
【実施日時】令和６年３⽉ 23 日（⼟） 13:00〜17:00 
【場  所】 六甲アイランド（セレゾン 6-ai フットサルクラブ、六甲 

アイランド⾼校） 
【内  容】 ・ドローンプログラミング体験、ドローン操縦体験 

・グループワーク（実験体験の学びを深めるためのグループワーク、発表など） 
・女性技術者との交流（実際に活躍する女性技術者の体験談や学生との交流） 

【参 加 者】９ 人（応募者 10 人） 
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指標・数値目標 

この計画の進捗状況を把握し、効果的な推進につなげるため、以下の指標・数値目標を設定します。 
 

成果指標 目標値 計画策定時の値 令和５年度実績 

市の審議会における女性委員の登用率 
40％ 

31.0％ 

（令和 2 年 3 月末） 

３１．７％ 

（令和６年 3 月末） 

市の管理的地位にある職員（課長級以

上の職員）に占める女性職員の割合 

25% 

女性活躍推進法に基づく

特定事業主行動計画（神

戸市女性職員の活躍推進

計画）により設定 

14.5％ 

（令和 2 年 4 月） 

19．4％ 

(令和５年 4 月) 

市の男性職員の育児休業取得率 30%（令和 6 年度） 

次世代育成支援対策推進

法に基づく神戸市特定事

業主行動計画により設定 

10.9％ 

（令和元年度） 

７１．５％ 

（市長部局） 

再就職やキャリアアップを希望する 

女性への支援件数 

3,000 人 

（令和３年度～７年度） 

331 人 

（令和元年度） 

８０７人 

（累計２，２２７人） 

女性リーダー育成プログラムの 

参加者数 

250 人 

（令和３年度～7 年度） 
20 人 

７３人 

（累計 1７９人） 

育休中の市民の交流の場の提供 
延 700 人 

90 人 

（令和元年度） 

１６０人 

（累計４２9 人） 

 
 
過去５年間の実績 

成果指標 第 5 次目標値 H30 R1 R2 R3 R４ R５ 

市の審議会における女性委

員の登用率 
40％ 31.2％ 31.1％ 30.9％ 29.5％ 30.6％ 31.7％ 

市の管理的地位にある職員

（課長級以上の職員）に占め

る女性職員の割合 
25％ 13.7％ 14.5％ 15.5％ 17.6％ 19.4％ 22.1％ 

市の男性職員の育児休業取

得率 
30％ 2.5％ 10.9％ 22.3％ 36.8％ 49.2％ 71.5％ 
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おもなモニタリング指標 計画策定時の 

現状値 

直近値 

社会全体としての男女の平等感   

（インターネットアンケート調査） 

14％ 

（R1） 
R ７ 年 調 査 予 定 

ワーク・ライフ・バランスの認知度 

（インターネットアンケート調査） 

38.9％ 

（R1） 
R ７ 年 調 査 予 定 

ワーク・ライフ・バランスに関する希望と現状（「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優先したい） 

（インターネットアンケート調査） 

希望 10.2％ 

現実３．３％ 

（R1） 

R ７ 年 調 査 予 定 

25～４４歳女性の有業率 

（就業構造基本調査・神戸市） 

71.9％ 

（H29） 

7７.３％ 

（Ｒ４） 

兵庫県の一般労働者の所定内賃金のうち男性を 100 とした場合の

女性の賃金割合（賃金構造基本統計調査） 

76.2％ 

（R1） 

75.1％ 

（R４） 

 



男女共同参画施策の取組実績

（１）政策・方針決定過程への女性の参画拡大
取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

市の審議会等への女性委
員の登用

女性委員比率40％以上と女性委員がいない審議会の解消を目標
に、女性委員の登用促進を図った。

R６.3末
３１.７％

R5.3末
30.6％

業務改革課

神戸市男女共同参画審議
会

学識経験者、実務家、市民などで構成される審議会を設置。 開催 開催
男女共同参画
課

婦人市政懇談会
身近な問題や市政に関する諸問題について話し合い、集約されたこ
れらの声を把握し、市政に反映していくともに、相互の対話により、市
政に対する理解と認識を深める。

94回開催 94回開催 地域活性課

婦人政治選挙講座の開催
女性の有権者を対象に、政治、選挙、時事問題等についての講座を
開催し、政治、選挙に対する関心を高める。計３０回実施、計５１９名
参加。

30回実施
計519名参加

25回実施
計415名参加

選挙管理委員
会事務局

女性職員の管理職への登
用の促進

課長級以上の昇任について、令和5年４月定例異動で56名（過去最
多）の女性の登用を行う等、人事異動を通じて女性職員の管理職へ
の登用を促進するとともに、試験によらない日頃の勤務成績がより評
価される係長昇任選考や、庁内公募（育児等両立応援枠）及び研修・
意見交換会の実施など、女性職員の係長昇任に関する意識醸成に努
めている。
また、気兼ねなく昇任できる組織風土の醸成として、在宅勤務制度や
フレックスタイム制の定着を図る等、働きやすい環境づくりの促進に
努めている。

課長級以上の職員に
占める女性職員割合

（R5.4月時点）

19.4％

課長級以上の職員に
占める女性職員割合

（R4.4月時点）

17.6％

人事課

女性消防職員が活躍しや
すい環境づくり

人事異動を通じて、女性職員がキャリアアップを目指して昇任し、活
躍しやすい環境づくりを行った。

司令長：2名
司令：4名

司令補：26名
（R6.4時点）

司令長：2名
司令：4名

司令補：24名
（R５.4時点）

消防局総務部
職員課

「ひょうご・こうべ女性活躍
推進企業」（ミモザ企業）

働きやすい職場環境づくりや女性のキャリア形成、登用・定着促進な
どに積極的に取り組む企業を応援するため、自社の女性活躍推進に
向けた進捗状況や課題を把握しているなど、各評価項目において一
定の基準に達した企業等を認定する制度を創設した。

認定：25社
（うち全項目達成かつ
先進的な取り組みを
実施しているプラチナ

ミモザは０社）

認定：39社
（うち全項目達成かつ
先進的な取り組みを
実施しているプラチナ

ミモザは１社）

男女共同参画
課

兵庫労働局と連携した企
業等への情報提供・啓発

制度改正や助成、開催セミナー等に関する広報物の配架、関係窓口
への案内を行った。

－ －
男女共同参画
課

女性リーダー育成研修
女性管理職の少ない中小企業などを対象に将来リーダーとしての役
割を担う女性を育成するためのプログラムを実施した。

２３名（19社）
（全回参加者7名7

社）

21名（15社）
（全回参加者のみ）

男女共同参画
課

女性消防団員の入団の促
進

男女共同参画社会の実現と女性の能力を活かして地域の防災力の
向上のために積極的な採用を推進した。

令和６年4月 153名
（総団員 3,523名）

令和5年4月 151名
（総団員 3,564名）

消防局警防部
消防団支援課

婦人防災安全委員

婦人会活動を通じて地域のために活動する女性に、各消防署で実施
する研修を通して防災に関する知識を習得してもらい、地域や家庭
に向けて防災の推進者として活動してもらった。委員は２年任期で
300名。

各消防署研修
計４回1２４名参加

各消防署研修
計６回163名参加

消防局予防課

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

女性向けコワーキングス
ペースの運営

神戸市男女共同参画センター（あすてっぷKOBE）内に、女性の就労
継続やキャリアアップを応援するスペースとして、子連れで利用でき
るコワーキングスペースを開設。利用料無料、一時保育サービスあ
り。子ども連れの男性も利用可能。

4,362名利用
（244日開設）

保育：1,532名利用

２,９５８名利用
（２４４日開設）

保育：８２８名利用

男女共同参画
課

就労・再就職支援セミナー
市内在住の働きたい女性を対象に、就職・再就職に必要なスキルや
面接対策などを学ぶ講座を実施。（全10回）

全10回
184名参加

１９１名参加
男女共同参画
課

パソコン教室
女性の就職・再就職に必要なパソコンのスキル（Word、Excel）を学
ぶ講座を実施

20名参加 79名参加
男女共同参画
課

働く女性のためのスキル
アップセミナー

一般社員層を対象に将来リーダーとしての役割を担う女性を育成す
るためのプログラムを実施した。

４２名
30名

（１回あたりの平均参
加人数）

男女共同参画
課

女性デジタル人材育成

育児や介護などでフルタイムの仕事ができない女性が、在宅ワークな
どの柔軟な働き方で、デジタル就労が可能となることを目的に、
HTMLとCSSの基礎やWebサイトの作成・更新を学べるプログラム
を実施。

ウェブクリエータープ
ログラム：20名

Webデザインの仕事
内容、デザイン制作体
験（オンライン2回）：

102名

１９名参加
男女共同参画
課

育休復帰セミナーの開催
仕事と家庭の両立に向けてのアドバイスや情報提供等を行うセミ
ナーを開催し、スムーズに職場復帰ができるよう支援した。

18名 12名
男女共同参画
課

働く女性・働きたい女性の
ためのキャリア相談

就職や起業、地域活動などにチャレンジしようとする女性のキャリアプ
ラン作りを応援するセミナー及び相談を実施した。

69件 ８１件
男女共同参画
課

マザーズハローワークと連
携した就職相談の実施

ハローワークの就労ナビゲーターが、男女共同参画センターに出向い
て、自分にあった働き方を希望する方や就職に向けて具体的に相談
したい方への就職相談を実施。

15件 23件
男女共同参画
課

基本目標１　あらゆる分野における女性の参画拡大・活躍の推進

（２）働きたい女性・働き続けたい女性への支援の充実
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男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

しごとポータルサイト
KOBE JOB PORTへの
情報掲載

雇用・就労関連情報ポータルサイトに、女性の就業に関するページを
設け、仕事の探し方、女性が働きやすい職場、相談窓口、各種支援制
度などの情報を掲載した。

アクセス数：

61,159件※

※R5.9以降、システム不
良のためカウントできず。現

在、改修中
※前年同月比（R4.4～

8）：68,401件

アクセス数：
157,244件

経済政策課

神戸ワーク・ネットワーク
関係機関と連携･協力して神戸市域の就業支援施策（合同就職説明
会等）を実施した。

３回開催
211名参加

３回開催
　３１８名参加

経済政策課

キャリアブランクのある女
性等の再就職・転職支援

出産・育児等によりキャリアブランクのある女性や、正社員として新規
就業・転職を希望する若者等を対象に、各種セミナー及び短期イン
ターンシップ（職場体験・見学）のマッチングを実施した。

令和４年度で
事業終了

セミナー378名
インターンシップ113

件
経済政策課

学校力アップ講座
学校教育現場においても、女性が活躍できる職場環境をつくり上げ
ていく教職員向け講座を実施した。

2回開催
計６８名参加

2回開催
計119名参加

教育委員会事
務局総合教育
センター

女性起業家の支援

多様なキャリアの選択肢として起業に関心がある女性や、すでに起業
している女性を対象としたイベントや起業支援プログラムを実施。ま
た、札幌市・渋谷区・横浜市とともに、起業済みで資金調達を目指す
女性を対象にした起業家支援プログラムを開催した。

イベント：104名参加
（延べ）
起業支援プログラム：
１９名参加

3プログラム実施
計７８名参加

新産業創造課

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

市職員へのハラスメント防
止対策

神戸市ハラスメント対策基本方針の周知・啓発、相談・苦情への対
応、事後の迅速かつ適切な対応等を行い、ハラスメントの防止に努め
ている。

－ － 人事課

ホームページへの掲載・イ
ンターネットによる情報発
信

神戸市男女共同参画センターの専用ウェブページを開設し、企業向
けの啓発ページの中で、職場における各種ハラスメントの防止、女性
活躍に取り組む企業への助成制度、認証制度等を紹介。
さらに、専用SNS（Facebook・Instagram・Twitter・LINE）を開
設し、コワーキングスペースの日々の様子やセミナー情報等を発信。

－ －
男女共同参画
課

働き方改革関連法（同一労
働同一賃金等）に関する情
報提供

兵庫労働局が開催する「兵庫働き方改革担当者連絡会議」に出席
し、兵庫地域における働き方改革に関する情報共有を行ったほか、厚
生労働省や兵庫労働局等が発行する、関連の広報物を配架した。

－ －
男女共同参画
課

基本目標２　ワーク・ライフ・バランスの実現

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

保育所等の整備（教育・保
育施設等の利用定員）

認定こども園の拡充で定員を拡大し、延長保育・一時保育・すこやか
保育の充実を図った。

幼稚園・保育所から
認定こども園への移
行：8か所
延長保育　411
一時保育　284
休日保育　８
すこやか保育　273

保育所・認定こども園
の新設：4か所

幼稚園から認定こど
も園への移行：3か所

延長保育 432
一時保育 ２９１
休日保育  ７

すこやか保育 2７０

幼保振興課
（給付・施設調
整）

保育サービス利用者への
支援

乳幼児を家庭的な雰囲気のもとで、少人数（定員５人以下）を対象に
きめ細かな保育を行った。
会社の事業所の保育施設などで、従業員の子どもと地域の子どもを
一緒に保育を行った。
待機児童の発生に繋がりやすい3歳未満児を対象とした定員6人か
ら19人の保育施設により保育枠の確保を図った。

家庭的保育事業　実
施箇所数：2２ヶ所
小規模保育事業：
135か所
事業所内保育事業：
20か所

家庭的保育事業　実
施箇所数：24ヶ所
会社の事業所の
保育施設整備
：新設1ヶ所

3歳未満児対象の定
員6名から19名の保
育施設整備：新設2ヶ

所

幼保振興課
（施設調整）
幼保事業課
（指導）

病児保育

子どもが病気の時、保護者が勤務の都合、傷病や冠婚葬祭など、社
会通念上やむを得ない事情により、家庭での保育ができない場合、
保育園等に代わって一時的に保育する施設を拡充した。また、施設の
利用定員の拡充を行った。

22カ所
150人

22ヶ所
138人

幼保事業課
（事業推進）

ファミリーサポートセンター
「子育ての応援をしてほしい人」と「子育ての応援をしたい人」との会
員組織による、地域レベルでの子育て相互支援活動を行った。

依頼会員4,７７８名
協力会員1,４９９名
両方会員2６３名

依頼会員4,304名
協力会員1,509名
両方会員271名

こども青少年
課

（３）雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保及び各種ハラスメントの防止

（1）仕事と子育て等の両立支援施策の充実

11



男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

「ひょうご・こうべ女性活躍
推進企業」（ミモザ企業）
（再掲）

働きやすい職場環境づくりや女性のキャリア形成、登用・定着促進な
どに積極的に取り組む企業を応援するため、自社の女性活躍推進に
向けた進捗状況や課題を把握しているなど、各評価項目において一
定の基準に達した企業等を認定する制度を創設した。

認定：25社

認定：39社
（うち全項目達成かつ
先進的な取り組みを
実施しているプラチナ

ミモザは１社）

男女共同参画
課

職住近接の取り組み

旧神戸市立名谷あおぞら幼稚園を活用し、地域交流や地域活性のほ
か、雇用創出の場とする職住近接オフィスとして「神戸名谷ワークラ
ボ AOZORA」を令和元年12月に開所した。子育てや介護により就
業に制限のある方や高齢者などが、短期間でも就業できる柔軟な雇
用形態となっている。

雇用人数：110名
年代：20代～60代

雇用人数：1６２名
年代：10代～60代

都市局未来都
市推進課

企業の経営者・管理職等
への啓発

経営者層、総務・人事担当者向けに、女性の登用、育成促進に関する
セミナーを開催した。女性活躍ウェブページにて、企業における女性
活躍や男性による女性活躍の推進について啓発を行った。

実施せず
1回開催

16名参加
男女共同参画
課

過労死防止のための啓発
厚生労働省主催の過労死等防止対策推進シンポジウムに参画し、広
報等に協力。

１９２名参加 194名参加 経済政策課

自殺予防対策

こころの健康につながる普及啓発（講演会等の開催、街頭啓発、広報
物の発行、検索連動型広告・SNS広告等）、自殺予防電話相談事業
実施団体や自死遺族支援団体など関係機関の支援、神戸市こころと
いのちの電話相談の委託運営などを行った。

自殺者数（人口動
態）：271名

自殺者数（人口動
態）：243名

健康局保健所
精神保健福祉
センター

市職員の次世代育成支援
対策推進法に基づく行動
計画

計画内の数値目標に対する実績を庁内へ周知するとともに、管理職
向け研修を通して「仕事と子育ての両立を上司が応援するプログラ
ム」の活用徹底を呼びかけた。当該プログラムにおける「所属長等と
の面談」においては、子が生まれる職員と所属長等の面談を男女問
わず全対象者必須としており、職員が育児休業を取得しやすい職場
風土の醸成を図っている。

－ － 人事課

市職員のワークライフバラ
ンスの推進

休暇の計画的取得や時間外勤務の縮減等、ワーク・ライフ・バランス
の実現に向けて、引き続き職員の意識醸成を図った。

－ － 給与課

市職員への多様で柔軟な
働き方ができる環境整備

在宅勤務制度やフレックスタイム制について定着が図られるよう、職
員の意識醸成に努めた。

－ － 給与課

市職員へのワークライフバ
ランス研修

職員が生き生きと働くため、効率的な働き方や業務におけるタイムマ
ネジメント等を学ぶ、ワーク・ライフ・バランス研修を実施した。

12名（他　外郭団体
固有職員３名、他都
市職員12名）

29名（他　外郭団体
固有職員２名、兵庫

県21名）参加
職員研修所

市職員への育児休業取得
者・育児休業復帰職員研
修

育休復帰後の仕事と育児の両立に向けたサポートとキャリア形成支
援の研修を実施。その他、自身のキャリアや働き方について考える機
会を提供するために女性職員を対象とした研修を実施した。

計2回開催
計48名参加

計２回開催
計67名参加

職員研修所

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

男女共同参画センターで
の男性や経営者等向けセ
ミナー

普段、子供と過ごす時間が取りにくい父親が、子供と一緒に防災につ
いて学ぶ機会を提供することで、災害時に必要な知識を得るととも
に、男性の家庭・育児参画を推進することを狙いとするセミナーを開
催した。

１回14家族34名参加 １回１７名参加
男女共同参画
課

育休復帰・交流セミナーの
実施

育児休業を取得した方のスムーズな職場復帰を支援するため、育休
復帰後の職場での仕事の進め方やコミュニケーション、各種制度の
紹介、家事分担など、仕事と育児の両立のポイントを紹介することで、
復帰に対する不安を解消するとともに、参加者同士の交流、情報交
換の機会を提供

18名参加 １２名参加
男女共同参画
課

離乳食の作り方講座

令和4年度より、男性の育児参加機会提供のため、保護者１名のみ参
加からパートナーと２名までの参加可能とし、休日開催を実施してい
る。

８４回開催
計９４６組参加

（うち２人組予約率
は、

５6％)

72回開催
計865組参加

（うち２人組予約率
は、

56％）

保健課

男性のための料理教室
男性が料理を作ることによって家事により一層の協力ができ、また自
活ができるように、男性を対象にした料理教室を開催した。

54回開催
計262名参加

36回開催
計170名参加

文化交流課
（文化振興財
団）

市の男性職員の育児休業
取得促進

育児休業取得促進に関する管理職研修を行う等、管理職の意識改
革に取り組んでいるほか、令和５年度から全職員を対象とした出産や
子育てに係る各種休暇・休業制度等についての研修を新たに実施し
ており、男性職員が育児休業を取得しやすい職場風土の醸成を図っ
ている。

男性育休取得率
・市長部局　71.5％
・その他任命権者
33.3％
・消防局　34.7％
・水道局　54.6％
・交通局　43.8％
・教育委員会
21.6％

男性育休取得率
49.2％

人事課

（3）男性が家事・育児・介護など家庭での責任を主体的に担うための取り組みの推進

（2）ワーク・ライフ・バランスの実現、多様で柔軟な働き方の推進
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男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

男性の育児休業取得促進
に向けた企業等の啓発

女性活躍ウェブページにて、男性労働者が育児休業を取得した場合
や代替労働者を雇用した場合に受けられる助成等について情報提供
を行った。

－ －
男女共同参画
課

基本目標３　安全・安心なくらしの実現

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

配偶者暴力相談支援セン
ター

相談業務、カウンセリング、保護命令のための手続き支援、関係機関
への同行支援及び安全確保や自立支援等のための連絡・調整を行
い、被害者支援の一層の強化を図った。

相談件数
3,340件

相談件数
3,090件

家庭支援課

DV被害者支援活動の補
助

民間団体が行っているシェルター運営や、PTSDを抱えるDV被害者
や日本語の不自由な外国人DV被害者などへの関係機関・施設への
同行支援に対して補助を行った。

シェルター運営
：1団体

同行支援：2団体

シェルター運営
：1団体

同行支援：2団体
家庭支援課

DV被害者母子並行グルー
プカウンセリング

DV被害から子どもとともに逃れた母子を対象としたグループセラ
ピーを開催。

8回開催
計4８名参加

8回開催
計41名参加

家庭支援課

DV被害経験者サポートカ
フェ事業の実施

被害当事者を対象として毎月開催し、情報提供や互いに語り合う場
を設けた。

1２回開催
計77名参加

11回開催
計85名参加

家庭支援課

DV被害者支援関係者向
け研修の実施

配偶者暴力相談支援センター及び区の相談員等関係機関の支援者
向け研修を実施した。

5回開催
計１４３名参加

5回開催
計163名参加

家庭支援課

DV防止啓発パンフレット
等の発行

リーフレット「子育てするのに知っておきたいDVと子ども虐待のこと」
「大切なあなたへ」を発行し、一般市民、ＤＶ被害者向けにＤＶ相談窓
口を紹介した。

「大切なあなたへ」
1０,000部 発行

デートDⅤ版
4,950部　発行

「大切なあなたへ」
1０,000部 発行

家庭支援課

パープルリボンキャンペー
ン

ＤＶの予防啓発のため、11月にキャンペーンを実施。市民によるパー
プルリボン作製・トイレットペーパー作戦・パープルライトアップ・謎解
きイベントなどを実施した。

イスズベーカリーとの
コラボを実施（オリジ

ナルパンを作製）
兵庫県警主催啓発イ

ベントへの参加

神戸マラソンとのコラ
ボを実施（ランナーリ

ストバンド着用）
イスズベーカリーとの
コラボを実施（オリジ

ナルパンを作製）

家庭支援課

デートDV予防啓発事業 中学生・高校生へのデートDV予防啓発事業を実施した。
中学校14校
高等学校1校

中学校1８校
高等学校1校

家庭支援課

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

パープルリボンキャンペー
ン（再掲）

ＤＶの予防啓発のため、11月にキャンペーンを実施。市民によるパー
プルリボン作製・トイレットペーパー作戦・パープルライトアップ・謎解
きイベントなどを実施した。

イスズベーカリーとの
コラボを実施（オリジ

ナルパンを作製）
兵庫県警主催啓発イ

ベントへの参加

神戸マラソンとのコラ
ボを実施（ランナーリ

ストバンド着用）
イスズベーカリーとの
コラボを実施（オリジ

ナルパンを作製）

家庭支援課

犯罪被害者等への支援
（相談等）

犯罪被害者やそのご家族の支援に関する相談対応を行っている。ま
た、「神戸市犯罪被害者等支援連絡会」を設置し、関係機関・関係各
課の情報交換を図っている。

支援連絡会実施
ハンドブックの改訂

３５０部
研修受講者：１１１名

支援連絡会実施
ハンドブックの改訂

３５０部
研修受講者：５２名

人権推進課

犯罪被害者等への支援
講演会の実施、生活資金の交付、心理相談への支援、未解決事件に
対する支援を行った。

グリーフケア講座
46名参加、

犯罪被害者週間講演
会

44名参加、
生活資金の交付59

件、
心理相談、未解決事
件情報収集活動の実

施

グリーフケア講座
33名参加、

犯罪被害者週間講演
会

28名参加、
生活資金の交付15

件、
心理相談、未解決事
件情報収集活動の実

施

危機管理室

性的マイノリティへの理解
につながる啓発事業の実
施

性的マイノリティをテーマにした啓発事業を実施し、多様な性のあり
方を理解してもらう。

心かよわす市民のつ
どいにて「バースデイ」

上映
参加人数：１０８名

心かよわす市民のつ
どい 講演「LGBTを
理解する～日本社会
の中でマイノリティー

であること～」
参加人数：80名

人権推進課

LGBTQ電話相談
LGBTQに関する悩み全般に関する電話相談窓口を令和４年９月に
開設
（月1回　17時～20時）

相談件数：２５件 相談件数：７件 人権推進課

初任者研修
初任者研修において、男女共生の理念に基づく取り組みが進められ
るように動画研修を行う。

動画研修
９１名視聴

動画研修
７１名視聴

総合教育セン
ター

人権教育担当者会、
８年目研修

人権教育担当者会や８年目研修において、男女共生の理念に基づく
取り組みが進められるように研修を行った。

8年目研修１回実施
２３０名参加

8年目研修1回実施
266名参加

教育委員会事
務局学校教育
課
総合教育セン
ター

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

（2）人権の尊重

（1）ＤＶのさらなる予防啓発と被害者に寄り添った着実な支援

（3）貧困など生活上の困難への支援
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男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

ひとり親家庭の就業相談
母子家庭の母及び父子家庭の父並びにそれに準ずるものに対し、就
業相談や就業支援セミナーの実施、就業情報の提供など一貫した就
業支援サービスを行い、ひとり親家庭の自立促進を図った。

相談件数：228件 相談件数：227件 子育て支援課

ひとり親家庭高等職業訓
練促進給付金事業

母子家庭の母及び父子家庭の父が一定の資格を取得するために1年
以上養成機関等で修業する場合に、生活費の負担軽減のため、修業
期間中の一定期間について訓練促進給付金を、また修業修了時に修
了支援給付金を支援することにより、能力開発を支援し自立促進を
図った。
なお、令和3年度から開始している要件緩和の特例措置を令和５年
度も実施。指定講座の内、訓練期間が6か月以上の資格も対象とし
た。

訓練促進給付金127
件

修了支援給付金33
件

訓練促進給付金120
件

修了支援給付金38
件

子育て支援課

就職に有利な資格取得支
援事業

ひとり親家庭の親子を対象に、就職に結びつく可能性の高い技能、資
格を習得するための資格取得講座（パソコン検定対策講座等）を開
催することで、ひとり親家庭の就業自立を支援した。

受講者数111名 受講者数329名 子育て支援課

ひとり親家庭等医療費助
成

医療機関等における保険診療の対象となる医療費の一部または全部
を助成することにより、ひとり親家庭等の保健の向上及び福祉の増進
に寄与した。

助成件数：180,991
件

助成件数：189,634
件

こども未来課

児童扶養手当
子どもを監護するひとり親家庭の生活の安定と自立を促進し、子ども
の健やかな成長に資するための手当てを支給した。

受給資格者数
11,571名

(R6.3末時点)

受給資格者数
11,752名

(R5.3末時点)
子育て支援課

母子父子（寡婦）福祉資金
貸付

母子・父子家庭の母・父と子及び寡婦を対象に母子・父子家庭－事
業開始、技能修得、転宅、就学支援など(13種)のために利用できる
貸付を行った。

貸付件数72件
貸付金額42461千円

貸付件数１００件、
貸付金額57,248千

円
子育て支援課

ひとり親家庭のためのファ
ミリー・サポート・センター
利用料補助

小学校６年生までの児童を扶養しているひとり親家庭等が、やむを得
ない事由により、一時的に日常生活に支障がある場合、保育所の送
迎や一時預かりの利用料の補助を行った。

利用日数1,131日 利用日数：683日 子育て支援課

ひとり親家庭高校生等通
学定期券補助

低所得のひとり親家庭の全ての高校生等に対して、対象交通機関を
限定せず通学定期券の購入費を全額補助する事業を実施した。

補助額
209,672千円

補助額
223,914千円

子育て支援課

養育費確保のための支援
養育費の取り決め内容の債務名義化を促進し、継続した履行確保を
図るため、離婚前講座、養育費・面会交流等専門相談、公正証書等
作成費補助、保証会社の利用費補助を実施した。

離婚前講座25名
養育費・面会交流等
専門相談124名
公正証書、保証会社
の利用費補助　85件
1,840千円

離婚前講座２２名
養育費・面会交流等

専門相談105名
公正証書等作成費補
助、保証会社の利用
費補助　９２件1,966

千円

子育て支援課

ひとり親世帯を対象とした
民間賃貸住宅への入居支
援

神戸市ひとり親世帯家賃補助制度（家賃補助月1万5千円（最大）,家
賃債務保証料補助6万円（最大）,最大6年間（一番下のお子様が18
歳に達して以後、最初の3月31日まで）

新規件数　３3件
継続件数　176件
交付決定額
32,707千円

新規件数　３５件
継続件数　167件

交付決定額
32,746千円

建築住宅局政
策課

つながりサポート事業
コロナ禍で困難を抱える女性が増加していることから、孤独・孤立で
不安を抱える女性や、様々な困難・課題を抱える女性に対して、社会
とのつながり回復に向けた支援を行った。

相談会：256名（相
談：120件）

ミニ相談会5回開催
99名（相談18件）
生理用品の配布
：4,8７２パック

LINE相談：８４件
相談会：６91名（相

談：９３件）
生理用品の配布：
１０,７６４パック

男女共同参画
課

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

障害者の地域移行支援

障害者の地域移行の推進及び地域生活の継続支援を目的として、地
域移行に関わる事業者や関係機関とのネットワーク構築、支援者研
修の実施、体験型グループホーム事業の利用調整などを行った。

地域支援員の配置：
9ヶ所

グループホーム事業
の実施：2ヶ所

地域支援員の配置：
9ヶ所

グループホーム事業
の実施：2ヶ所

福祉局障害者
支援課

障害者の地域移行支援
（精神保健福祉センター）

精神障害者の地域移行・地域定着のためピアサポーター養成及び
フォローアップを行い、ピアサポーターが個別支援活動や精神科病院
での発表活動を行う「ピアサポーター活用事業」を実施した。

登録ピアサポーター：21
名

発表活動：３病院　35回
個別支援活動：10名

39回

登録ピアサポーター：１７
名

発表活動：1病院　10回
個別支援活動：8名34

回

健康局保健所
精神保健福祉
センター

しごとサポート
就職を希望する障害のある方や在職中の障害のある方に対して、就
労に関するさまざまな支援を行った。

相談件数：14,459件
就職者数：276名

相談件数：15,767件
就職者数：278名

障害福祉課

障害者トライアル実習
障害者福祉施設等からの一般就労の拡大を図るため、施設等を利
用している障害者に対して、市役所内において短期間の実習機会を
提供し事務補助全般を行う。

8名受入 8名受入 障害福祉課

障害者訓練雇用事業
市役所内の事務補助等の業務について、訓練的に従事し、経験を積
み、一般企業等への就労につなげていくことを目的として、知的障害
者等を一定期間雇用した。

３名 ３名 障害福祉課

（4）高齢者・障がい者・外国人への支援
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男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

在住外国人への情報発信
多言語対応、「やさしい日本語」の活用など、外国人にもわかりやすい
広報物の作成を推進するとともに、よりきめ細やかな双方向型情報
共有ネットワークの構築に取り組む。

外国人向け双方向型
情報共有ネットワーク
の提携拠点設置数：

７１拠点、
行政文書の多言語対

応率：69％

外国人向け双方向型
情報共有ネットワーク
の提携拠点設置数：

58拠点、
行政文書の多言語対

応率：81％

地域協働課

外国人のためのワンストッ
プサービス

神戸国際コミュニティセンターの情報提供機能、相談機能等の窓口
機能を充実させるため、対応言語数を7言語から11言語に拡充する
とともに、行政書士による専門相談や大阪出入国在留管理局神戸支
局との連携による専門相談を実施した。

664名 877名
地域協働課
（KICC)

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

男女共同参画センターで
の女性のための相談室の
運営

女性の様々な悩みにそれぞれ専門の女性カウンセラーが面接相談と
電話相談で対応した。（面接相談の種類：こころの悩み相談、法律相
談）

電話相談：1,５９４件
面接相談：507件

電話相談：1,638件
面接相談：487件

男女共同参画
課

男女共同参画センターで
の女性のためのこころとか
らだセミナー

女性が「自分の心とからだ」と向き合いながら、健康的に、自律的・主
体的に生きていくことを学ぶために、セミナーを開催した。

4回86名 ３回72名
男女共同参画
課

こころの健康づくり対策
こころの健康につながる普及啓発（講演会等の開催、街頭啓発、広報
物の発行等）、関係機関の支援、神戸市こころといのちの電話相談の
運営を行った。

神戸市こころといのち
の電話相談件数：

12,311件

神戸市こころといのち
の電話相談件数：

8,938件

精神保健福祉
センター

子宮頸がん検診
20歳以上の偶数年齢女性を対象に実施した。20歳の方へ無料クー
ポン券を配付した。40歳に無料券（５大がん）配付、30、50、60歳の
方に受診勧奨はがきを配付した。

受診者数
：28,949名

受診者数
：30,406名

健康局保健課

乳がん検診
40歳以上の偶数年齢女性を対象に実施した。40歳に無料券（５大が
ん）配付、50、60歳の方に受診勧奨はがきを配付した。

受診者数
：28,０２４名

受診者数
：29,392名

健康局保健課

女性外来

神戸市立中央市民病院にて、女性の健康に関する悩みについて、専
任の女性医師が完全予約制で対応し、診察の結果により専門的な診
療が必要な場合は専門科へ紹介した。専門科での診療は女性の医師
を希望される場合はできる限り配慮を行った。

対応件数：８９５件 対応件数：943件
健康局地域医
療課（中央市
民病院）

男性外来・CIC外来

神戸市立中央市民病院にて、泌尿器科・男性医師が、思春期の性や
中高年以降の男性ホルモン低下による男性更年期障害についての悩
みや相談に応じた。看護師は入らず、男性医師がマンツーマンで診察
を行った。

対応件数：106件 対応件数：155件
健康局地域医
療課（中央市
民病院）

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

区役所窓口の専門職によ
る相談・支援機能の充実

保健師による妊娠届出時の全数面接や子育て相談及び保健福祉
サービスの利用調整を実施。

- - 家庭支援課

予期せぬ妊娠SOS相談事
業

助産師等がメールや電話・SNS等により相談に応じ、正しい情報の
提供や適切な支援機関につなぐことで、相談者の主体的な選択をサ
ポートし、悩みの解決を支援した。なお、令和３年度４月より24時間
365日の相談体制となった。

電話:2,807件
メール:３３７件

SNS:12,591件
面接：４1件

電話:2,558件
メール:522件

SNS:10,585件
面接：38件

家庭支援課

特定不妊治療費助成

神戸市内に居住する法律上の婚姻（事実婚を含む）をしている夫婦
で、治療開始時に妻が43歳未満を対象に特定不妊治療に要する費
用の一部を助成した。(令和４年度から一般的な不妊治療は保険適
用されることとなったが、経過措置で一部対象者に治療費を助成し
た。）

― 支援件数：788件 家庭支援課

不育症治療支援事業
医療機関で受けた保険適用外の不育症の検査や治療費の1/2につ
き15万円を上限に、1年度に1回まで助成した。

支援件数：28件 支援件数：4件 家庭支援課

妊婦歯科健診
妊婦及び胎児期からの歯と口の健康管理を目的として、市内在住の
妊婦を対象に、妊娠期間中に1回のみ無料の歯科健診を地域の歯科
医院(実施医療機関)で実施した。

受診者数：3,633名 受診者数：3,878名
健康局保健所
保健課

産後うつ対策
産婦健診時、新生児訪問時、4か月児健診時に産後うつスクリーニン
グを実施。保健師や臨床心理士による相談・支援の充実を行い、早
期発見・支援に繋げる。

－ － 家庭支援課

産後ケア

母体の回復が不十分で，育児にも不慣れな出産後に，身体的・精神
的支援と沐浴・授乳など具体的な育児に関する支援を実施することに
より，子どもへの愛着形成の促進，産後うつなどを予防し，児童虐待
の未然予防を図る。

宿泊型
（延べ日数）：3,201

日
（実人数）：901名

通所型
（延べ日数）：5,266

日
（実人数）：1,802名

訪問型
（延べ日数）：1,032

日

宿泊型
（延べ日数）：2,256日

（実人数）：557名
通所型

（延べ日数）：3,556日
（実人数）：1,055名

訪問型
（延べ日数）：909日
（実人数）：511名

家庭支援課

思春期ヘルスケア事業
市内中学校へ助産師を派遣し、命の大切さや性などをテーマにデリ
バリー授業を実施した。

実施校数
中１　９5校
中３　89校

実施校数
中１　９4校
中３　91校

家庭支援課

（5）生涯を通じた女性等の健康保持・増進

（6）妊娠・出産などに関する健康支援・啓発教育
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男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

性教育の実施
学習指導要領に従って、児童・生徒の発達段階と家庭・地域の状況に
応じて保健教育（体育科・保健体育科、保健に関する学習や指導等）
で実施した。

保健教育（授業）の実
施：
小学校１年生１時間、
２年生１時間、３年生１
時間、４年生２時間、５
年生３時間、６年生２
時間
中学校１年生５時間、
２年生２時間、３年生
４時間

－
教育委員会事
務局学校教育
部教科指導課

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

女性消防団員の入団の促
進（再掲）

男女共同参画社会の実現と女性の能力を活かして地域の防災力の
向上のために積極的な採用を推進した。

令和６年4月 153名
（総団員 3,523名）

令和5年4月 151名
（総団員 3,564名）

消防局警防部
消防団支援課

婦人防災安全委員（再掲）

婦人会活動を通じて地域のために活動する女性に、各消防署で実施
する研修を通して防災に関する知識を習得してもらい、地域や家庭
に向けて防災の推進者として活動してもらった。委員は２年任期で
300名。

各消防署研修
計４回１２４名参加

各消防署研修
計６回163名参加

消防局予防課

市職員向け研修（国の「男
女共同参画の視点からの
防災・復興ガイドライン」に
関する情報提供）

係長5年次研修にて、避難所運営における留意点について研修を
行った。令和4年度から新規採用職員にも拡大した。

352名（他　外郭団体
固有職員１名、他都市

職員24名）参加
うち新規採用職員

211名参加

348名（他　外郭団体
固有職員１名）参加
うち新規採用職員

220名参加

職員研修所

男女共同参画センターで
の市民向け防災セミナー

市民向けに、女性の視点に立った防災に関するセミナーを開催。 開催せず 開催せず
男女共同参画
課

基本目標４　男女共同参画の視点に立った社会づくりと理解の促進

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

職場研修（人権シート）
各局・室・区で毎年実施される人権研修や各課で毎年実施される倫
理研修、その他の職場研修において、男女共同参画をテーマに取り
上げ、職員の意識啓発を行った。

人権シート№３４２
「ジェンダーバイアス」

人権シート№332
「アンコンシャス・バイ
アス」をご存知です

か？

人権推進課

基本研修（階層別研修）及
び専門研修・職場研修

新規採用職員研修で男女を問わずその能力を発揮して、いきいきと
仕事に取り組むことができるように、職員研修を実施した。

192名参加 226名参加 職員研修所

育児休業取得者・育児休
業復帰職員研修（再掲）

育休復帰後の仕事と育児の両立に向けたサポートとキャリア形成支
援の研修を実施。その他、自身のキャリアや働き方について考える機
会を提供するために女性職員を対象とした研修を実施した。

計2回開催
計48名参加

計２回開催
計67名参加

職員研修所

女性職員の職域拡大と積
極的な登用

育児等の制約がある職員が希望する仕事にチャレンジできるよう、令
和２年度定例人事異動より、引き続き庁内公募制度において育児等
両立応援枠（担当者・係長級対象※）を設け、人事異動による女性職
員の職域拡大と積極的な登用を図っている。
※係長級については、令和３年度定例人事異動より対象

配置数（R５.4月異動）
係長級：２名

（うち、女性１名）
担当者：３名

（うち、女性２名）

配置数（R４.4月異動）
係長級：２名

（うち、女性１名）
担当者：２名

（うち、女性２名）

人事課

女性消防職員の採用及び
職域拡大

・女性の採用試験受験者の増加に向けて、女性限定の職務説明会を
開催。また、KOBEナビゲーターに女性職員を起用。
・兵庫消防署新庁舎建て替え及び西消防署西神南出張所新設に伴
い、それぞれの庁舎で女性職員が交替制勤務を行うために必要な各
種設備を整え、新たに勤務可能となる庁舎整備を進めた。
・女性職員の執務環境の改善及び妊娠期における母児保護の観点か
らマタニティ制服を作成し、運用を開始した。

女性職員３名採用 女性職員４名採用 消防局職員課

地下鉄・バス関連の女性職
員の職域拡大

乗合自動車運転士及び地下鉄駅掌の募集対象を、平成12年度より
男女とも対象に拡大した。
令和４年度には、地下鉄保線技士の性別要件を廃止した。
また、令和５年度には、市バス運転士の女性枠採用選考を開始した。
地下鉄の女性運転士・車掌・駅掌・運輸事務人数：1618人（令和 ４５
年度末時点）

新規採用
５名

（うち市バス運転士３
名）

新規採用
１名

交通局経営企
画課

男女共同参画申出処理制
度

市民・事業者からの男女共同参画に関する申出について、男女共同
参画苦情処理委員が公正・中立な立場で必要な調査を行い、その結
果を踏まえて、市が迅速・適切に対応する。

0件 0件
男女共同参画
課

ジェンダー平等視点からの
広報ガイドラインの発行

職員が様々な媒体で広報や情報発信する際、ジェンダーバイアスに
とらわれず、ジェンダー平等や男女共同参画の視点に立って、適切な
表現を用いるためのガイドライン（冊子）を作成し、庁内で周知。

－ －
男女共同参画
課

男女別統計等の活用
基幹統計調査の集計・分析において、必要に応じて男女別の集計を
実施している。

－ －
企画調整局企
画課等

（1）市政全般への男女共同参画・女性活躍の視点の浸透

（7）防災の分野での男女共同参画の推進
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男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

男女共同参画センターの
運営

男女共同参画社会の実現のための啓発、活動の支援、情報の発信等
の事業を行い、また市民に活動・交流の場を提供する拠点施設として
運営。

セミナー室利用件数：
７８７件

利用人数：2７,５８９名
図書貸出：６０３件

セミナー室利用件数：
881件

利用人数：24,307
名

図書貸出：７１１件

男女共同参画
課

男女共同参画セミナーの
開催

男女共同参画センターで、からだ、自己表現、法律、就業・チャレンジ
をテーマに女性のための啓発セミナーを開催した。

8回開催
407名参加

８回開催
１７５名参加

男女共同参画
課

「こうべ男女共同参画推進
月間」事業の実施

毎年10月を「こうべ男女共同参画推進月間」と位置づけ、あすてっぷ
講演会を開催。

85名 87名
男女共同参画
課

HPや広報紙での情報発信
等

男女共同参画センターのウェブページを新設した（令和3年12月）。
アクセス数

１５2，687件
アクセス数

１５４，２６４件
男女共同参画
課

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

男女共同参画社会の実現
に向けた啓発・教育の推進
（教職員研修の充実）

人権教育担当者会や初任者研修において、男女共生の理念に基づく
取り組みが進められるように研修を実施した。

人権教育担当者会
５９８名

初任者研修会
５２６名

人権教育担当者会：
531名

初任者研修：207名

教育委員会事
務局学校教育
課

啓発冊子「あすへの飛翔」
の作成

さまざまな人権課題についてとりあげる冊子を作成しており、「男女共
同参画社会を目指して」と「デートＤＶを知っていますか？」のテーマ
を取り上げた。市立中学校全校の中学1年生に配布。

発行部数
：14,２00部

発行部数
：14,800部

人権推進課

男女共習の実施（体育・保
健体育）

運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する観点から、体力や技
能の程度、性別や障害の有無等に関わらず運動やスポーツの多様な
楽しみ方を共有することができるような指導内容の充実を図った。

教員対象研修の実施：
5月の全市研修会（小中
高）、７～８月の教育課程
研究協議会（小中高）、2
月の体育世話係研修会
（小中）
各校1名以上参加

-
教育委員会事
務局学校教育
部教科指導課

キャリア教育の推進
「その道の達人に学ぶ体験講座」の実施や「大人・親の働く姿を見せ
る運動」の展開など小中高の発達段階に応じたキャリア教育を推進し
た。

・INAC神戸レオネッ
サ「サッカー教室」
小学校11校30クラス
・INAC神戸レオネッ
サ「絆の時間」
小学校7校15クラス
・ヴィッセル神戸「夢で
逢えたら」
小学校1校2クラス
・SCIX「初めてのラ
グビー体験教室」
小学校30校1,804名

・INAC神戸レオネッ
サ「サッカー教室」

小学校10校30クラス
・INAC神戸レオネッ

サ「絆の時間」
小学校9校14クラス

・ヴィッセル神戸「夢で
逢えたら」

小学校1校2クラス
・SCIX「初めてのラ
グビー体験教室」

小学校16校1,196名

文化スポーツ
局スポーツ企
画課

神戸版理工チャレンジ
女性研究者・技術者の数が少ない理工系分野において、次代を担う
女性の理工系人材の育成を目的として、中学生を対象に、理工系分
野に対する興味関心や理解を向上させる取り組みを実施

2回
参加者計19名

① 理系プログラム
参加者２２名

② 工学系プログラム
参加者１５名

男女共同参画
課

理工系分野など女性の参
画が進んでいない分野で
の女性活躍に関する学習
機会の提供

生活の身近な技術に関する実験体験や、高専の女子学生との交流を
通じ、女子中学生の理工系分野に対する学びや進路選択への関心を
高め、未来の女性技術者・研究者の裾野拡大に繋げるため、神戸市
在住または市内中学校に通う女子中学生（自認含む）を対象に「女子
中学生のための理工チャレンジプログラム」（リコチャレ）を開催する。

女子入学者数：50名
（全体240名）、

女子学生割合20．
8％

リコチャレ参加者
11名

女子入学者数：51名
（全体240名)、

女子学生割合21.3％

リコチャレ参加者
15名

企画調整局産
学連携推進課
課（工業高等
専門学校）

生涯学習の振興
市民の生涯学習を支援する全市的な拠点施設として、生涯学習支援
センター（コミスタこうべ）を設置しており、市民講師制度の運営を通
じて生涯学習の大切さや意義を広くPR・啓発した。

 市民講師登録者数：
382名
 市民講師紹介延人
数：2,060名

 一日体験教室の実
施
開催件数：８8 回 延
参加者数：１，３30名

 市民講師登録者数：
４０６名

 市民講師紹介延人
数：2,291名

 一日体験教室の実
施

開催件数：８５ 回 延
参加者数：１，３４１名

文化スポーツ
局スポーツ企
画課

神戸婦人大学の運営
女性が自らの生き方を発見し、社会のあらゆる分野における活動に
参加並びに参画するための基礎的な能力を身につけることを目的と
する3年制の大学を運営した。

学生数：１３５名
令和6年度で事業終
了

学生数：２５８名
男女共同参画
課

（3）男女共同参画の視点に立つ学校教育・生涯にわたる学習機会の充実

（2）広報・啓発による理解の促進
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男女共同参画施策の取組実績

取り組み内容 取り組み状況（５年度） 5年度実績 4年度実績 担当部署

神戸市立婦人会館の運営
（指定管理）

令和3年4月、教育委員会から社会教育施設である婦人会館を移
管。女性のみで利用した場合の減免を廃止(令和6年4月～）

貸会議室利用人数
60,390名
(5,199件）

貸会議室利用人数
54,446名
(4,856件）

男女共同参画
課

取り組み内容 取り組み状況（５年度） ５年度実績 4年度実績 担当部署

SDGｓなど国際社会の取り
組みの理解の促進につな
がる情報収集・提供

国・県が開催するセミナーや研修のチラシ配架等情報提供や講演名
義提供による協力を行った。

－ －
男女共同参画
課

（4）国際社会と協調した取り組みへの理解の促進
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